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NISSEKI TOKYO 08

聴こえない
世
界
を
知
る
。

出典： ちびむすドリル「手話の指文字表～由来で覚える～」（https://happylilac.net）
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NISSEKI TOKYO09

人
種
、
年
齢
、
性
別
、
体
型
、
障
が
い
、
宗
教
、
価
値
観
な
ど
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
が
多
様
な
存
在
。

自
分
の
当
た
り
前
は
隣
人
の
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
心
地
よ
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
個
性
を
理
解
し
て
、
尊
重
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

昨
年
は
、
耳
の
不
自
由
な
乗
客
向
け
に
、

駅
で
の
環
境
音
を
可
視
化
す
る
※「
エ
キ
マ
ト
ペ
」が

上
野
駅
で
試
験
的
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
。

今
回
は
聴
こ
え
な
い
世
界
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※川崎市立聾
ろう

学校協力のもと、富士通株式会社と東日本旅客鉄道株式
会社、大日本印刷株式会社が開発した音の視覚化装置。実証実験の
ため、2021年9月13日～15日までJR巣鴨駅に、2022年6月15日
～12月14日までJR上野駅に設置された（https://ekimatopeia.jp/）

手話で表現する50音：指文字
（相手から見た形）
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NISSEKI TOKYO 10

聴
こ
え
な
い
世
界
を
知
ろ
う
！

耳
が
不
自
由
な
人
は
、
ど
ん
な
生
活
を
送
り
、
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

江
東
区
聴
覚
障
害
者
福
祉
推
進
協
議
会
の
辰
野
栄
里
子
さ
ん
に
、
聴
こ
え
な
い
世
界
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江東区聴覚障害者
福祉推進協議会
情報保障部 災害対策班

辰野 栄里子さん
20年以上にわたり聴覚障がい者の
サポート活動に尽力。災害時に役立
つ手話コミュニケーションカードや手
話支援バンダナの制作にも携わる。

人間の耳が感知できる最小の音の大きさを０デシベル（dB）として、下表のように聴こえの程
度が分けられます。ただし聴こえ方は個人差が大きく、飛び飛びに聴こえる人、ひずんで聴こ
える人などさまざま。一人ひとりの個性を把握することが大切です。

100dB以上の聴力レベルで、両耳がほ
ぼ聴こえない人を「ろう者」と呼びま
す。生まれつきなど、音声言語の獲得
前から聴こえない人がほとんどです。
後天的に聴こえなくなった人を「中途
失聴者」、聴こえ方に問題がある方を
「難聴者」と呼びます。

「ろう者」は手話を第一言語としている人も
多く、聴こえない世界に慣れています。話し
言葉を覚えた後で耳が不自由になった「中途
失聴者」の中には、聴こえなくても声を出し
て話せる人もいます。また、耳が不自由な人
は皆が手話を使えるとは限らず、手話が苦手
だったりできない人もいます。

聴こえの程度による違い

程度や特徴は千差万別

聴覚障がいとは？

コミュニケーションの違い

小さな寝息

ささやき声

小さな声

普通の声

大きな声

怒鳴り声

耳元の叫び声

難聴の程度と身体障害者手帳の等級

きわめて静か

きわめて
うるさい

普通

うるさい

静か

聴力機能に
障害

小さな
ささやき声

30cmからの
叫び声

かなり
大きな声

音の大きさ 聴覚的な目安 音の具体例 人の声での例 障害等級

20デシベル

30デシベル

40デシベル

50デシベル

60デシベル

70デシベル

80デシベル

90デシベル

100デシベル

110デシベル

120デシベル

6級

4級

3級

2級

鉛筆の執筆音

図書館内

洗濯機

電車の中

騒々しい工場

地下鉄の車内

飛行機の爆音

耳が痛くなる

木の葉の
触れ合う音

にぎやかな
街路

教えて

いただいた方

INFORMATION
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Q1 Q2

〇〇さん～

NISSEKI TOKYO11

特集　聴こえない世界を知る。

耳の不自由を表す「耳マーク」を付けている人
もいますが、「聴こえる」「聴こえない」は外見
から分かりづらく、街中で気づくのは難しい
でしょう。補聴器も最近のものは小型で、ワイ
ヤレスイヤホンと見分けがつきにくくなって
います。「聴こえない人も一緒に暮らしている」
という意識を持って過ごすことが重要です。

身体障害者手帳の交付状況によると、
令和3年3月末現在で、49,664人（東
京都福祉保健局「福祉・衛生行政統
計」）。1,000人に3～ 4人の割合です
が、手帳を持たない人もいるので、実
際に不自由を感じている人はさらに
多いでしょう。

日常には、聴こえる人だけに届く音からの情報があふれています。
「この状況、聴こえない人だったら困るだろうな」という気づきを人々が持ち、

誰もが暮らしやすい社会をつくることが大切です。

車のクラクションや自転車の
ベルに気づかない

病院や役所などの音声での
呼び出しが分からない

周囲の声掛けに反応できず、「感じが悪い」
「無視された」と誤解されてしまう

Images by Macrovector, Vectorjuice - Freepik.com

病院で、医師や看護師の
説明が分からない

電車やバスなどのアナウンスが
分からない

買い物の時のレジでの
会話が分からない

エレベーター、公衆トイレ、駅のホーム
などの非常呼出ボタンで話せない

マスクをされると、口の動きを
読み取れない　　

手段が電話だけだと、申し込みや
連絡ができない

コロナ禍において
は、ワクチン接種の
予約、医療機関への

連絡等に苦労した方が
たくさんいました

どんなことで
困っているの？

日常生活で、聴こえない人に
気がつける？

東京には耳の不自由な人が
どれくらいいるの？

車に付ける
聴覚障害者標識

耳マーク

そもそも
話しているかどうか

が分からない
場合も
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NISSEKI TOKYO 12

私たちができることを考えよう！
スマートフォンの普及により、便利なツールが増えた現代ですが、困ったときに役立つのは、人と人の
つながりや温かい支援の姿勢です。コミュニケーションの取り方や必要なサポートを、引き続き辰野さん
に伺いました。

街中で困っている耳の不自由な人を見かけたら、ぜひ手助けを申し出てくださ
い。まず正面に回って視界に入り、優しい表情で「どうしましたか？」とたず

ねましょう。マスクをしている場合は伝わりにくいので、手帳やスマートフォンの
画面などに書いて見せると分かりやすいでしょう。

はどうやって伝える？

話すときや書くときは、
こんなことに気をつけて！
結論を先延ばしにせず短く簡潔に伝えること、
感情は素直に表すことを心掛けましょう。
「大丈夫です」「結構です」など、良いのか
悪いのかはっきりしない表現も避けましょう。

コミュニケーション方法は人によって異なります。試してみて伝わらないなと
思ったら別の方法に変えてみてください。大切なのは、伝えようという気持ちです。

また、補聴器を付けていると「ある程度聴こえるだろう」と思いがちですが、
中にはただ音があるかないかが分かるだけの人もいます。

ACTION

手話
手や指の形、位置や
動き、表情などを使う
視覚的な言語

筆談
互いに文字を書いて
意思を伝え合う

口話
相手の口の動きを読み取り、
言いたいことを声に出して伝える

身振り
体の動きで伝えたい
ことを表現

指文字
50音や数字、アルファベット、
単位などを指の形や動きで表現

空文字・空書き
空間で指を動かし
文字を書いて伝える

予定はこうなりました。
理由は□□です。

やめてください。

〇〇して△△になったから、元はこういう
予定だったけどやっぱりこうなった。

やめたほうがいいんじゃないですか？

お 手 伝 い し ま す

どんな の方法があるの？コ  ミ  ュ  ニ  ケ  ー  シ  ョ  ン

分かりにくい例 分かりやすい例Bad
…

Goo
d！

Images by Storyset - Freepik.com
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NISSEKI TOKYO13

特集　聴こえない世界を知る。

は
どんなサポートが必要？

自然災害や大きな事故など非日常の出来事が起こった
とき、耳の不自由な人はひときわ大きな困難にぶつ

かります。周囲の人の気遣いや積極的な手助けが大切です。

何が起きているか、
どうしたらいいのか分からない

防災無線やサイレンが聴こえず、逃げ遅れることも。
1999 年に起きた茨城県東海村の放射能漏れ事故では、

「被爆を防ぐため外出しないで」というアナウンスが
分からず、外に出てしまったケースがありました。

近所に住む耳の不自由な人の存在を常に気に掛け、
情報を伝える、一緒に避難するなどのサポートを！

手話はとても表現力豊かな言語。雨の降り方ひとつでも、「しとしと降る」「激し
く降る」などを、手の動かし方だけで表せます。直感的に通じ合うことができる
ので、口で話すより手話の方が伝わりやすいと感じる場面もあります。

左手の甲に右手を垂直にのせ、
右手を上にあげる。頭はおじぎを
するように軽く下げる。

手話は文化を背景に成り立っており、各国で異なり
ます。一方、世界共通の国際手話もあり、デフリンピ
ック※などで使われています。
※ろう者による国際的なスポーツ大会。次回の第25回大会
は、2025年11月15日から26日まで東京で開催される

手の動かし方や表情で、話者の個性
や気分が伝わります。手話で絵本を
臨場感たっぷりに読み聞かせるこ
ともできます。

話者の個性や気分も
表現できるの？

外国の手話は日本と違うの？Q2 Q3

話し言葉と同じように地方ごと
の方言もあります。世代によっ
て異なる表現もあり、ジェネ
レーションギャップがあります。

Q1 方言や世代差は
あるの？

奥深い
手話の世界

災  害  時

①右手の人さし指と中指を立て、人さし
指側をおでこにあてる。
②両手の人さし指を向かい合うように立
て、おじぎをするように曲げる。

①親指と人さし指で眉間をつまむ。
②手を開き、指をそろえて下へおろし
ながら頭を下げる。

避難所では音声放送や運営者の声掛けが伝わらず、孤立
しがちに。「お弁当を配りますという放送が分からず、
ご飯を食べられなかった」などの事例も生じています。

身振りや指差し、筆談や手話などの方法を駆使して、
音声放送や声掛けの内容を伝えましょう。運営側は、
張り紙などの視覚的な案内を併用しましょう。

避難所で情報を得られない

覚えておきたい簡単なあいさつ

手話
を自在に使いこなす

辰
野
さ
ん

江東区聴覚障害者福祉
推進協議会では、災害
時のコミュニケーション
をサポートするイラスト
入りのカードなどを作っ
ています！

助た
す

け
ま
す

助
たす
けます

大だ
い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？

大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？

手話コミュニケーションカードなどの活用も有効

こんにちは ごめんなさい

ありがとう
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私たちができることを考えよう！
スマートフォンの普及により、便利なツールが増えた現代ですが、困ったときに役立つのは、人と人の
つながりや温かい支援の姿勢です。コミュニケーションの取り方や必要なサポートを、引き続き辰野さん
に伺いました。

街中で困っている耳の不自由な人を見かけたら、ぜひ手助けを申し出てくださ
い。まず正面に回って視界に入り、優しい表情で「どうしましたか？」とたず

ねましょう。マスクをしている場合は伝わりにくいので、手帳やスマートフォンの
画面などに書いて見せると分かりやすいでしょう。

はどうやって伝える？

話すときや書くときは、
こんなことに気をつけて！
結論を先延ばしにせず短く簡潔に伝えること、
感情は素直に表すことを心掛けましょう。
「大丈夫です」「結構です」など、良いのか
悪いのかはっきりしない表現も避けましょう。

コミュニケーション方法は人によって異なります。試してみて伝わらないなと
思ったら別の方法に変えてみてください。大切なのは、伝えようという気持ちです。

また、補聴器を付けていると「ある程度聴こえるだろう」と思いがちですが、
中にはただ音があるかないかが分かるだけの人もいます。

ACTION

手話
手や指の形、位置や
動き、表情などを使う
視覚的な言語

筆談
互いに文字を書いて
意思を伝え合う

口語
相手の口の動きを読み取り、
言いたいことを声に出して伝える

身振り
体の動きで伝えたい
ことを表現

指文字
50音や数字、アルファベット、
単位などを指の形や動きで表現

空文字・空書き
空間で指を動かし
文字を書いて伝える

予定はこうなりました。
理由は□□です。

やめてください。

〇〇して△△になったから、元はこういう
予定だったけどやっぱりこうなった。

やめたほうがいいんじゃないですか？

お 手 伝 い し ま す

どんな の方法があるの？コ  ミ  ュ  ニ  ケ  ー  シ  ョ  ン

分かりにくい例 分かりやすい例Bad
…

Goo
d！

Images by Storyset - Freepik.com
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は
どんなサポートが必要？

自然災害や大きな事故など非日常の出来事が起こった
とき、耳の不自由な人はひときわ大きな困難にぶつ

かります。周囲の人の気遣いや積極的な手助けが大切です。
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どうしたらいいのか分からない

防災無線やサイレンが聴こえず、逃げ遅れることも。
1999 年に起きた茨城県東海村の放射能漏れ事故では、
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分からず、外に出てしまったケースがありました。
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ので、口で話すより手話の方が伝わりやすいと感じる場面もあります。
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手の動かし方や表情で、話者の個性
や気分が伝わります。手話で絵本を
臨場感たっぷりに読み聞かせるこ
ともできます。

話者の個性や気分も
表現できるの？

外国の手話は日本と違うの？Q2 Q3

話し言葉と同じように地方ごと
の方言もあります。世代によっ
て異なる表現もあり、ジェネ
レーションギャップがあります。

Q1 方言や世代差は
あるの？

奥深い
手話の世界
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①右手の人さし指と中指を立て、人さし
指側をおでこにあてる。
②両手の人さし指を向かい合うように立
て、おじぎをするように曲げる。

①親指と人さし指で眉間をつまむ。
②手を開き、指をそろえて下へおろし
ながら頭を下げる。

避難所では音声放送や運営者の声掛けが伝わらず、孤立
しがちに。「お弁当を配りますという放送が分からず、
ご飯を食べられなかった」などの事例も生じています。

身振りや指差し、筆談や手話などの方法を駆使して、
音声放送や声掛けの内容を伝えましょう。運営側は、
張り紙などの視覚的な案内を併用しましょう。

避難所で情報を得られない

覚えておきたい簡単なあいさつ

手話
を自在に使いこなす

辰
野
さ
ん

江東区聴覚障害者福祉
推進協議会では、災害
時のコミュニケーション
をサポートするイラスト
入りのカードなどを作っ
ています！

助た
す

け
ま
す

助
たす
けます

大だ
い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

？

大
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丈
じょう

夫
ぶ
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ろう者の女優・忍足亜希子さんと聴者の俳優・三浦剛さん。ふたりは2001年に出会い、09年
に結婚、12年には長女・優希ちゃんが生まれました。それぞれが女優・俳優として活躍しつつ、
手話教室や手話ソングライブなど夫婦としての活動の幅を広げるおふたりに、ろう者と聴者が
共にいきいきと暮らすために必要なことを伺いました。

忍
お し

足
だ り

 亜
あ

希
き

子
こ

さん・三
み

浦
う ら

 剛
つ よ し

さん夫妻

聴こえる人と聴こえない人が
理解し合う世界のために

手話で「ありがとう」と呼び掛ける
忍足さんと三浦さん。忍足さんへの
インタビューは、三浦さんに手話通
訳していただきました！

1975年7月18日生まれ、奈良県出身。趣味は演劇鑑賞、ダー
ツ。演劇集団キャラメルボックス所属。小学校から大学卒業まで
野球（ピッチャー）に打ち込み、その後俳優の世界へ。1993年に
劇団MisU・SJrに入団。奈良県を中心に活動する同劇団で、中
心的存在として活躍。1998年に活動地を東京に移し、本格的俳
優活動を始める。演劇と音楽のコラボユニット「3☆COLORS」
や手話ソングライブ「Music Sign」でも活動する。

Profile●MIURA Tsuyoshi

1970年6月10日生まれ、北海道千歳市出身。趣味は
映画・舞台鑑賞、イラストを描くこと。特技はハワイアンキ
ルト（出展経験有）、日本手話、国際手話。普通自動車
免許、スキューバダイビング資格取得。1999年公開の映
画『アイ・ラヴ・ユー』で日本人初のろう者主演女優とし
てデビュー。毎日映画コンクール「スポニチグランプリ新人
賞」を受賞。以後、映画、舞台、ドラマで活躍。

Profile●OSHIDARI Akiko

Interview
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ろ
う
者
の
リ
ア
ル
を

女
優
と
し
て
伝
え
た
い

─
─
忍
足
さ
ん
は
２
０
０
１
年
に
、
日

本
で
初
め
て
ろ
う
者
の
主
演
女
優
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
の
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

忍
足

　女
優
に
な
る
前
は
、
銀
行
で
事

務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
に

こ
の
仕
事
が
合
っ
て
い
る
の
か
悩
ん
で

い
た
時
に
、
知
人
か
ら
「
手
話
に
関
す

る
映
像
番
組
が
始
ま
る
か
ら
遊
び
に
来

た
ら
」
と
誘
わ
れ
、
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
「
出
演
す
る
気
が
あ

る
か
」
と
聞
か
れ
て
。
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

　そ
の
番
組
は
N
H
K
の
教
育
テ
レ
ビ

で
１
９
９
７
年
に
放
送
さ
れ
た
「
ノ
ッ

ポ
さ
ん
の
手
話
で
歌
お
う
」
で
す
。

私
は
４
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
ろ
う
学
校

に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
口
の

動
き
で
話
を
理
解
す
る
口
話
教
育
が
重

視
さ
れ
、
手
話
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
※
。
け
れ
ど
も
、
ろ
う
者
に
と
っ
て

は
手
話
の
方
が
自
然
で
あ
り
、
自
由
に

伝
え
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

の
で
す
。
番
組
は
ノ
ッ
ポ
さ
ん
と
一
緒

に
手
話
で
お
話
を
し
た
り
手
話
歌う

た

を
し

た
り
す
る
内
容
で
、
手
話
を
自
分
の
言

葉
と
し
て
表
現
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

三
浦

　し
か
し
、
現
在
は
ろ
う
学
校
の

状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
口
話
だ

け
で
な
く
手
話
を
重
視
し
た
教
育
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
ろ
う
学
校
で
ラ

イ
ブ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
若
い
世
代
で
は
人
工
内
耳
が

普
及
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
聴
こ
え

て
話
せ
る
ろ
う
者
も
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
ろ
う
者
は
一
人
ひ
と
り
聴
力
の
状

況
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が
異

な
る
の
で
、
ひ
と
く
く
り
に
し
な
い
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

忍
足

　27
歳
の
時
、
映
画
「
ア
イ
・
ラ

ヴ
・
ユ
ー
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
ま
し
た
。
主
人
公
の
ろ
う
者
を
選
ぶ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
と
知
り
、
ろ
う
者

が
演
じ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
当
時
は
「
星
の
金
貨
」
な
ど
、

ド
ラ
マ
に
ろ
う
者
が
登
場
す
る
こ
と
が

増
え
て
い
た
時
期
で
す
。
ろ
う
者
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
の
で
す

が
、
な
ぜ
か
孤
独
で
暗
い
イ
メ
ー
ジ
に

描
か
れ
て
い
て
、
違
和
感
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
私
の
周
り
に
は
明
る
く
て
面

白
い
ろ
う
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、

手
話
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
。

世
間
の
イ
メ
ー
ジ
に
ず
れ
を
感
じ
て
い

た
の
で
、
私
が
演
じ
る
こ
と
で
リ
ア
ル

な
姿
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　ろう
者
と
聴
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

─
─
聴
こ
え
な
い
こ
と
で
不
便
を
感
じ
る

こ
と
や
困
る
場
面
は
あ
り
ま
す
か
。

忍
足

　演
技
の
仕
事
を
す
る
上
で
は
、

聴
者
の
方
々
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
同
時
に
理
解
す
る
た
め
に
、

手
話
通
訳
士
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　日
常
生
活
で
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
聴
者
を
中
心
と
し
た
世
界
で
生
活
し

て
い
る
の
で
慣
れ
て
い
ま
す
。
困
る
の

は
電
話
ぐ
ら
い
。
か
つ
て
事
故
で
電
車

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、
車
内
の

人
に
お
願
い
し
て
、
待
ち
合
わ
せ
の
相

手
に
電
話
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
今
は
ス
マ
ホ
で
テ
キ
ス

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
れ
ま
す
し
、
通
話

相
手
の
言
葉
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字

表
示
す
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。

三
浦

　総
務
省
は
２
０
２
２
年
か
ら
、

聴
こ
え
な
い
人
の
手
話
や
文
字
を
、
通

訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
音
声
に
し
て
聴
者

に
伝
え
る
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

を
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
開
始
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
ま
だ
知
ら

な
い
人
も
多
い
の
で
、
広
く
浸
透
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

忍
足

　私
は
街
で
道
を
聞
か
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
耳
が
聴
こ
え
な
い

こ
と
を
伝
え
る
と
「
す
み
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
立
ち
去
る
人
が
い
ま
す
。
そ
う

し
た
時
「
ど
う
し
て
遠
慮
す
る
の
か
な
、

私
は
教
え
ら
れ
る
の
に
」
と
残
念
に
思

い
ま
す
。
た
と
え
手
話
が
分
か
ら
な
く

て
も
、
筆
談
や
ス
マ
ホ
で
の
や
り
取
り
、

ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
聴
こ
え
な
い
人
が
相
手
で
も
、
臨

機
応
変
に
会
話
で
き
る
よ
う
な
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

忍
足
さ
ん
と
出
会
い

手
話
を
学
び
始
め
る

─
─
三
浦
さ
ん
は
忍
足
さ
ん
に
一
目
惚
れ

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
出
会
い
か
ら
結
婚

ま
で
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

映画『アイ・ラヴ・ユー』で主演女優として
デビューしたときの１コマ

※
日
本
の
ろ
う
学
校
で
は
、
口
話
の
習
得
を
妨
げ

る
と
し
て
長
年
手
話
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
授

業
や
生
徒
同
士
で
の
手
話
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
教
育
現
場
へ
の
手
話
導
入
の

必
要
性
が
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
２
０
０
９
年
の
学
習
指
導
要
項
の
改
訂

で
、
ろ
う
学
校
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

ひ
と
つ
と
し
て
手
話
が
認
め
ら
れ
た
。
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ろう者の女優・忍足亜希子さんと聴者の俳優・三浦剛さん。ふたりは2001年に出会い、09年
に結婚、12年には長女・優希ちゃんが生まれました。それぞれが女優・俳優として活躍しつつ、
手話教室や手話ソングライブなど夫婦としての活動の幅を広げるおふたりに、ろう者と聴者が
共にいきいきと暮らすために必要なことを伺いました。

忍
お し

足
だ り

 亜
あ

希
き

子
こ

さん・三
み

浦
う ら

 剛
つ よ し

さん夫妻

聴こえる人と聴こえない人が
理解し合う世界のために

手話で「ありがとう」と呼び掛ける
忍足さんと三浦さん。忍足さんへの
インタビューは、三浦さんに手話通
訳していただきました！

1975年7月18日生まれ、奈良県出身。趣味は演劇鑑賞、ダー
ツ。演劇集団キャラメルボックス所属。小学校から大学卒業まで
野球（ピッチャー）に打ち込み、その後俳優の世界へ。1993年に
劇団MisU・SJrに入団。奈良県を中心に活動する同劇団で、中
心的存在として活躍。1998年に活動地を東京に移し、本格的俳
優活動を始める。演劇と音楽のコラボユニット「3☆COLORS」
や手話ソングライブ「Music Sign」でも活動する。

Profile●MIURA Tsuyoshi

1970年6月10日生まれ、北海道千歳市出身。趣味は
映画・舞台鑑賞、イラストを描くこと。特技はハワイアンキ
ルト（出展経験有）、日本手話、国際手話。普通自動車
免許、スキューバダイビング資格取得。1999年公開の映
画『アイ・ラヴ・ユー』で日本人初のろう者主演女優とし
てデビュー。毎日映画コンクール「スポニチグランプリ新人
賞」を受賞。以後、映画、舞台、ドラマで活躍。

Profile●OSHIDARI Akiko

Interview
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ろ
う
者
の
リ
ア
ル
を

女
優
と
し
て
伝
え
た
い

─
─
忍
足
さ
ん
は
２
０
０
１
年
に
、
日

本
で
初
め
て
ろ
う
者
の
主
演
女
優
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
の
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

忍
足

　女
優
に
な
る
前
は
、
銀
行
で
事

務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
に

こ
の
仕
事
が
合
っ
て
い
る
の
か
悩
ん
で

い
た
時
に
、
知
人
か
ら
「
手
話
に
関
す

る
映
像
番
組
が
始
ま
る
か
ら
遊
び
に
来

た
ら
」
と
誘
わ
れ
、
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
「
出
演
す
る
気
が
あ

る
か
」
と
聞
か
れ
て
。
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

　そ
の
番
組
は
N
H
K
の
教
育
テ
レ
ビ

で
１
９
９
７
年
に
放
送
さ
れ
た
「
ノ
ッ

ポ
さ
ん
の
手
話
で
歌
お
う
」
で
す
。

私
は
４
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
ろ
う
学
校

に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
口
の

動
き
で
話
を
理
解
す
る
口
話
教
育
が
重

視
さ
れ
、
手
話
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
※
。
け
れ
ど
も
、
ろ
う
者
に
と
っ
て

は
手
話
の
方
が
自
然
で
あ
り
、
自
由
に

伝
え
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

の
で
す
。
番
組
は
ノ
ッ
ポ
さ
ん
と
一
緒

に
手
話
で
お
話
を
し
た
り
手
話
歌う

た

を
し

た
り
す
る
内
容
で
、
手
話
を
自
分
の
言

葉
と
し
て
表
現
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

三
浦

　し
か
し
、
現
在
は
ろ
う
学
校
の

状
況
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
口
話
だ

け
で
な
く
手
話
を
重
視
し
た
教
育
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
僕
は
ろ
う
学
校
で
ラ

イ
ブ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
若
い
世
代
で
は
人
工
内
耳
が

普
及
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
聴
こ
え

て
話
せ
る
ろ
う
者
も
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
ろ
う
者
は
一
人
ひ
と
り
聴
力
の
状

況
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が
異

な
る
の
で
、
ひ
と
く
く
り
に
し
な
い
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

忍
足

　27
歳
の
時
、
映
画
「
ア
イ
・
ラ

ヴ
・
ユ
ー
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
ま
し
た
。
主
人
公
の
ろ
う
者
を
選
ぶ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
と
知
り
、
ろ
う
者

が
演
じ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
当
時
は
「
星
の
金
貨
」
な
ど
、

ド
ラ
マ
に
ろ
う
者
が
登
場
す
る
こ
と
が

増
え
て
い
た
時
期
で
す
。
ろ
う
者
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
の
で
す

が
、
な
ぜ
か
孤
独
で
暗
い
イ
メ
ー
ジ
に

描
か
れ
て
い
て
、
違
和
感
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
私
の
周
り
に
は
明
る
く
て
面

白
い
ろ
う
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、

手
話
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
。

世
間
の
イ
メ
ー
ジ
に
ず
れ
を
感
じ
て
い

た
の
で
、
私
が
演
じ
る
こ
と
で
リ
ア
ル

な
姿
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

　ろう
者
と
聴
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

─
─
聴
こ
え
な
い
こ
と
で
不
便
を
感
じ
る

こ
と
や
困
る
場
面
は
あ
り
ま
す
か
。

忍
足

　演
技
の
仕
事
を
す
る
上
で
は
、

聴
者
の
方
々
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
同
時
に
理
解
す
る
た
め
に
、

手
話
通
訳
士
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　日
常
生
活
で
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
聴
者
を
中
心
と
し
た
世
界
で
生
活
し

て
い
る
の
で
慣
れ
て
い
ま
す
。
困
る
の

は
電
話
ぐ
ら
い
。
か
つ
て
事
故
で
電
車

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
、
車
内
の

人
に
お
願
い
し
て
、
待
ち
合
わ
せ
の
相

手
に
電
話
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
今
は
ス
マ
ホ
で
テ
キ
ス

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
れ
ま
す
し
、
通
話

相
手
の
言
葉
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字

表
示
す
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
。

三
浦

　総
務
省
は
２
０
２
２
年
か
ら
、

聴
こ
え
な
い
人
の
手
話
や
文
字
を
、
通

訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
音
声
に
し
て
聴
者

に
伝
え
る
「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

を
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
開
始
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
ま
だ
知
ら

な
い
人
も
多
い
の
で
、
広
く
浸
透
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

忍
足

　私
は
街
で
道
を
聞
か
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
耳
が
聴
こ
え
な
い

こ
と
を
伝
え
る
と
「
す
み
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
立
ち
去
る
人
が
い
ま
す
。
そ
う

し
た
時
「
ど
う
し
て
遠
慮
す
る
の
か
な
、

私
は
教
え
ら
れ
る
の
に
」
と
残
念
に
思

い
ま
す
。
た
と
え
手
話
が
分
か
ら
な
く

て
も
、
筆
談
や
ス
マ
ホ
で
の
や
り
取
り
、

ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
聴
こ
え
な
い
人
が
相
手
で
も
、
臨

機
応
変
に
会
話
で
き
る
よ
う
な
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

忍
足
さ
ん
と
出
会
い

手
話
を
学
び
始
め
る

─
─
三
浦
さ
ん
は
忍
足
さ
ん
に
一
目
惚
れ

だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
出
会
い
か
ら
結
婚

ま
で
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

映画『アイ・ラヴ・ユー』で主演女優として
デビューしたときの１コマ

※
日
本
の
ろ
う
学
校
で
は
、
口
話
の
習
得
を
妨
げ

る
と
し
て
長
年
手
話
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
授

業
や
生
徒
同
士
で
の
手
話
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
教
育
現
場
へ
の
手
話
導
入
の

必
要
性
が
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
２
０
０
９
年
の
学
習
指
導
要
項
の
改
訂

で
、
ろ
う
学
校
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

ひ
と
つ
と
し
て
手
話
が
認
め
ら
れ
た
。
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三
浦

　（手
話
通
訳
を
し
な
が
ら
）
自

分
で
忍
足
に
一
目
惚
れ
だ
っ
た
と
訳
す

の
は
照
れ
ま
す
ね
…
…
。
出
会
い
は

２
０
０
１
年
で
、
彼
女
が
映
画
で
共
演

し
た
萩
原
聖
人
さ
ん
の
草
野
球
チ
ー
ム

の
観
戦
に
来
た
時
で
す
。
僕
は
萩
原
さ

ん
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
て
、
翌
年

に
舞
台
で
彼
女
と
共
演
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
の
で
挨
拶
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、「
目
を
真
っ
直
ぐ
見
る
、
す
ご

く
魅
力
的
な
女
性
だ
な
」と
思
い
ま
し
た
。

　彼
女
が
聴
こ
え
な
い
こ
と
は
、
僕
に

と
っ
て
は
ま
っ
た
く
壁
で
は
な
か
っ
た

で
す
。
僕
は
幼
稚
園
の
年
長
の
時
に
、

突
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
と
い
う

血
液
の
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
体
も
大
き
く
て
運
動
も
得
意
だ
っ

た
の
で
す
が
、
突
然
病
気
に
な
り
１
カ

月
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
同
室
に

は
片
目
か
ら
し
か
涙
が
出
な
い
男
の
子

や
複
雑
骨
折
で
車
椅
子
生
活
の
お
兄
さ

ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
し
た
が
、

違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

人
た
ち
と
過
ご
し
た
こ
と
は
、
自
分
の

中
で
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
な
ん
で
す
。

こ
の
時
の
経
験
か
ら
、
障
が
い
に
対
し

て
特
別
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
女
に
会
っ
た
時

に
も
、
ろ
う
と
い
う
こ
と
よ
り
、
彼
女

の
こ
と
が
知
り
た
い
、
彼
女
の
感
じ
て

い
る
世
界
を
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
で
す
。

　そ
こ
で
、
翌
年
舞
台
が
始
ま
っ
た
時

に
デ
ー
ト
に
誘
っ
て
お
付
き
合
い
が
始

ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
デ
ー
ト
で
、

よ
り
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
い
と
思
い
「
手
話
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

忍
足

　最
初
の
デ
ー
ト
か
ら
、
私
の
手

話
を
見
て
「
そ
れ
は
何
？
」「
こ
れ
は

ど
う
や
る
の
？
」
と
質
問
攻
め
で
し
た
。

当
時
の
彼
は
手
話
が
ま
っ
た
く
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
と
会
話
し
た
い
と

い
う
強
い
気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
口
話
や
筆
談
も
で
き
ま
す
が
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
手
話
を
覚
え
て
会
話

し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　一
生
懸
命
に
手
話
を
覚
え
よ
う
と
し

て
く
れ
る
熱
意
は
嬉
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
付
き
合
い
し
て
半
年
ほ
ど
で
、

私
か
ら
お
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
将
来

を
考
え
る
と
、
ろ
う
者
は
ろ
う
者
と
結

婚
し
た
方
が
良
い
と
思
い
込
ん
で
い
た

か
ら
で
す
。
周
囲
に
ろ
う
者
の
女
性
と

聴
者
の
男
性
で
長
く
お
付
き
合
い
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、

手
話
に
興
味
を
持
っ
て
も
や
が
て
飽
き

て
し
ま
う
聴
者
も
多
い
の
で
、
慎
重
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　だ
か
ら
６
年
後
に
再
会
し
た
時
に
、

彼
が
手
話
を
覚
え
て
い
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
し
か
も
、
お
付
き
合
い
し
て

い
た
頃
よ
り
も
上
手
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ま
た
お
話

し
す
る
よ
う
に
な
り
、
２
度
目
の
交
際

が
始
ま
り
ま
し
た
。

三
浦

　僕
は
彼
女
に
ふ
ら
れ
た
後
、
一

度
手
話
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
手
話
を
見

る
だ
け
で
彼
女
を
思
い
出
し
て
し
ま
っ

て
辛
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
２
０
０
７

年
に
演
劇
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
ユ
ニ
ッ
ト

「
3
☆
C
O
L
O
R
S 

」
を
結
成
し
た

時
に
、
自
分
の
表
現
の
ひ
と
つ
と
し
て

手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
始
め
た
ん
で

す
。
そ
の
１
年
後
に
彼
女
と
再
会
し
た

時
に
は
、
自
然
と
手
が
動
き
ま
し
た
。

手
話
の
楽
し
さ
を

広
く
伝
え
た
い

─
─
09
年
に
結
婚
し
、
現
在
は
娘
さ
ん

と
の
３
人
家
族
で
す
。
ご
家
族
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

愛娘・優希ちゃんとのにぎやかな毎日

手話教室で「パピプペポ」の使い方を説明する忍足さん
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三
浦

　家
族
３
人
の
時
は
手
話
で
話
し

て
い
ま
す
。
僕
も
お
し
ゃ
べ
り
で
す
が
、

奥
さ
ん
も
優
希
も
大
の
話
好
き
な
の
で
、

ふ
た
り
が
同
時
に
話
し
か
け
て
く
る
と

大
変
。「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
と
い
う

僕
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
話
が
生
ま
れ
た
ほ

ど
、
に
ぎ
や
か
な
ん
で
す
。

忍
足

　ろ
う
の
親
を
も
つ
聴
者
の
子

ど
も
を
「
コ
ー
ダ
」
と
呼
び
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作

品
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
コ
ー
ダ 

あ
い

の
う
た
」
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
娘
も
コ
ー
ダ
で
す
。

　娘
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
私
は
表
情

と
手
話
で
、
彼
は
声
で
話
し
か
け
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
、
娘
は
自
然
と
手
話

を
覚
え
、
そ
の
後
話
す
言
葉
を
覚
え
ま

し
た
。
娘
が
初
め
て
覚
え
て
く
れ
た
手

話
は
「
お
い
し
い
」
で
す
。
生
後
10
カ

月
の
頃
に
「
こ
れ
お
い
し
い
？
」
と
聞

い
た
ら
「
お
い
し
い
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

─
─
２
０
１
７
年
に
は
手
話
教
室
「
ア

イ
・
ラ
ヴ
・
サ
イ
ン
」
を
開
校
し
ま
し
た
。

三
浦

　僕
た
ち
夫
婦
に
対
し
て
「
手
話

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
こ

３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
対
面
で
の

授
業
は
で
き
ず
、
一
部
を
Z
o
o
m
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
対
面
授

業
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

忍
足

　手
話
を
学
ん
で
み
た
い
と
い
う

人
が
増
え
る
の
は
嬉
し
い
で
す
。
身
構

え
て
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
ほ
し
い
で
す

ね
。

三
浦

　僕
は
手
話
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
り
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
手

話
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
「M

usic 
Sign

」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
は
、
ろ
う
者
も

聴
者
も
い
ま
す
。

　ラ
イ
ブ
に
ず
っ
と
来
て
く

れ
て
い
る
ろ
う
者
の
女
の

子
が
い
ま
す
。
難
聴
か
ら
ろ

う
に
な
っ
て
音
楽
か
ら
離
れ

た
そ
う
な
の
で
す
が
、
僕
の

手
話
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
を
き
っ
か
け
に
、

引
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
の
が
ど
ん
ど

ん
積
極
的
に
な
っ
て
、
全
国
で
の
公
演

に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
の
大
会
に
も
出
場
す
る
ま
で
に

な
っ
て
。
さ
ら
に
聴
者
の
男
性
と
お
付

き
合
い
し
て
、
去
年
結
婚
さ
れ
た
ん
で

す
。
僕
た
ち
の
活
動
か
ら
ご
縁
が
広

が
っ
て
い
く
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

個
性
を
生
か
す
た
め
の

架
け
橋
に
な
り
た
い

─
─
今
後
の
目
標
や
夢
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

忍
足

　手
話
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
っ

て
ほ
し
い
で
す
。「
こ
ん
に
ち
は
」「
ど

う
し
た
ん
で
す
か
」「
一
緒
に
行
き
ま

す
か
」
と
い
っ
た
簡
単
な
会
話
だ
け
で

も
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
て
も
生

活
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　あ
と
は
役
者
を
目
指
す
ろ
う
者
の
た

め
に
、
芝
居
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
劇
団
で
活
躍
し
て
い
る
ろ
う
者

俳
優
は
全
国
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
現
在
で
も
芸
能
界
に
入
る

の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
演
技
を
学
び

た
い
ろ
う
者
が
積
極
的
に
役
者
に
挑
戦

で
き
る
場
を
作
り
た
い
で
す
。

三
浦

　ろ
う
者
の
方
が
演
技
指
導
を
受

け
る
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
ろ
う

者
に
分
か
り
や
す
く
指
導
で
き
る
人
は

い
な
い
状
況
で
す
。
僕
は
映
画
の
現
場

で
手
話
通
訳
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、「
も
っ
と
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
」

と
い
う
監
督
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
通
訳

し
て
も
、
ろ
う
者
に
は
難
し
い
の
で
す
。

僕
は
ろ
う
者
の
役
は
ろ
う
者
に
演
じ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
む
聴
者
の
役
者

も
必
死
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
た
ち
と
同
じ
土
俵
で
戦
う
以
上
、

ろ
う
者
に
も
演
技
力
が
必
要
で
す
。
ろ

う
者
で
あ
る
こ
と
は
ハ
ン
デ
で
は
な
く
、

個
性
で
す
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
、

ろ
う
と
い
う
個
性
を
生
か
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
、
僕
ら
が
架
け
橋
と
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

忍足亜希子&三浦剛夫妻の共著
エッセイ。ろうの女優と聴者の
俳優の夫婦の出会いから恋愛、
結婚、子育て、仕事などを、それ
ぞれの視点から綴る。明るく前
向きで、どこかほっこりさせて
くれるエピソードの数々は、読
む人を笑顔にしてくれます。夫
妻の対談や愛娘・優希ちゃんか
らのメッセージも掲載。

『我が家は今日も
にぎやかです』

出版社：アプリスタイル（2021年）

2020 年 2 月の「Music Sign」には、忍足さんのほか
多くのゲストが出演

● Music Sign ～手話ソングライブ～ ●
次回は、2023年5月3日に三河安城の「アンフォーレ」で開催。
チケット2,000円。予約はhttps://form.os7.biz/f/b6833fc1/へ。
忍足さんもスペシャルゲストで出演。

（
了
）
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三
浦

　（手
話
通
訳
を
し
な
が
ら
）
自

分
で
忍
足
に
一
目
惚
れ
だ
っ
た
と
訳
す

の
は
照
れ
ま
す
ね
…
…
。
出
会
い
は

２
０
０
１
年
で
、
彼
女
が
映
画
で
共
演

し
た
萩
原
聖
人
さ
ん
の
草
野
球
チ
ー
ム

の
観
戦
に
来
た
時
で
す
。
僕
は
萩
原
さ

ん
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
て
、
翌
年

に
舞
台
で
彼
女
と
共
演
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
の
で
挨
拶
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、「
目
を
真
っ
直
ぐ
見
る
、
す
ご

く
魅
力
的
な
女
性
だ
な
」と
思
い
ま
し
た
。

　彼
女
が
聴
こ
え
な
い
こ
と
は
、
僕
に

と
っ
て
は
ま
っ
た
く
壁
で
は
な
か
っ
た

で
す
。
僕
は
幼
稚
園
の
年
長
の
時
に
、

突
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
と
い
う

血
液
の
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
体
も
大
き
く
て
運
動
も
得
意
だ
っ

た
の
で
す
が
、
突
然
病
気
に
な
り
１
カ

月
ほ
ど
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
同
室
に

は
片
目
か
ら
し
か
涙
が
出
な
い
男
の
子

や
複
雑
骨
折
で
車
椅
子
生
活
の
お
兄
さ

ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
し
た
が
、

違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

人
た
ち
と
過
ご
し
た
こ
と
は
、
自
分
の

中
で
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
な
ん
で
す
。

こ
の
時
の
経
験
か
ら
、
障
が
い
に
対
し

て
特
別
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
女
に
会
っ
た
時

に
も
、
ろ
う
と
い
う
こ
と
よ
り
、
彼
女

の
こ
と
が
知
り
た
い
、
彼
女
の
感
じ
て

い
る
世
界
を
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
か
っ
た
で
す
。

　そ
こ
で
、
翌
年
舞
台
が
始
ま
っ
た
時

に
デ
ー
ト
に
誘
っ
て
お
付
き
合
い
が
始

ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
デ
ー
ト
で
、

よ
り
深
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
い
と
思
い
「
手
話
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

忍
足

　最
初
の
デ
ー
ト
か
ら
、
私
の
手

話
を
見
て
「
そ
れ
は
何
？
」「
こ
れ
は

ど
う
や
る
の
？
」
と
質
問
攻
め
で
し
た
。

当
時
の
彼
は
手
話
が
ま
っ
た
く
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
と
会
話
し
た
い
と

い
う
強
い
気
持
ち
は
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
口
話
や
筆
談
も
で
き
ま
す
が
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
手
話
を
覚
え
て
会
話

し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　一
生
懸
命
に
手
話
を
覚
え
よ
う
と
し

て
く
れ
る
熱
意
は
嬉
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
付
き
合
い
し
て
半
年
ほ
ど
で
、

私
か
ら
お
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
将
来

を
考
え
る
と
、
ろ
う
者
は
ろ
う
者
と
結

婚
し
た
方
が
良
い
と
思
い
込
ん
で
い
た

か
ら
で
す
。
周
囲
に
ろ
う
者
の
女
性
と

聴
者
の
男
性
で
長
く
お
付
き
合
い
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、

手
話
に
興
味
を
持
っ
て
も
や
が
て
飽
き

て
し
ま
う
聴
者
も
多
い
の
で
、
慎
重
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　だ
か
ら
６
年
後
に
再
会
し
た
時
に
、

彼
が
手
話
を
覚
え
て
い
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
し
か
も
、
お
付
き
合
い
し
て

い
た
頃
よ
り
も
上
手
に
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ま
た
お
話

し
す
る
よ
う
に
な
り
、
２
度
目
の
交
際

が
始
ま
り
ま
し
た
。

三
浦

　僕
は
彼
女
に
ふ
ら
れ
た
後
、
一

度
手
話
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
手
話
を
見

る
だ
け
で
彼
女
を
思
い
出
し
て
し
ま
っ

て
辛
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
２
０
０
７

年
に
演
劇
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
ユ
ニ
ッ
ト

「
3
☆
C
O
L
O
R
S 

」
を
結
成
し
た

時
に
、
自
分
の
表
現
の
一
つ
と
し
て
手

話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
始
め
た
ん
で
す
。

そ
の
１
年
後
に
彼
女
と
再
会
し
た
時
に

は
、
自
然
と
手
が
動
き
ま
し
た
。

手
話
の
楽
し
さ
を

広
く
伝
え
た
い

─
─
09
年
に
結
婚
し
、
現
在
は
娘
さ
ん

と
の
３
人
家
族
で
す
。
ご
家
族
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

愛娘・優希ちゃんとのにぎやかな毎日

手話教室で「パピプペポ」の使い方を説明する忍足さん
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特集　聴こえない世界を知る。

三
浦

　家
族
３
人
の
時
は
手
話
で
話
し

て
い
ま
す
。
僕
も
お
し
ゃ
べ
り
で
す
が
、

奥
さ
ん
も
優
希
も
大
の
話
好
き
な
の
で
、

ふ
た
り
が
同
時
に
話
し
か
け
て
く
る
と

大
変
。「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
と
い
う

僕
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
話
が
生
ま
れ
た
ほ

ど
、
に
ぎ
や
か
な
ん
で
す
。

忍
足

　ろ
う
の
親
を
も
つ
聴
者
の
子

ど
も
を
「
コ
ー
ダ
」
と
呼
び
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作

品
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
コ
ー
ダ 

あ
い

の
う
た
」
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
娘
も
コ
ー
ダ
で
す
。

　娘
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
私
は
表
情

と
手
話
で
、
彼
は
声
で
話
し
か
け
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
、
娘
は
自
然
と
手
話

を
覚
え
、
そ
の
後
話
す
言
葉
を
覚
え
ま

し
た
。
娘
が
初
め
て
覚
え
て
く
れ
た
手

話
は
「
お
い
し
い
」
で
す
。
生
後
10
カ

月
の
頃
に
「
こ
れ
お
い
し
い
？
」
と
聞

い
た
ら
「
お
い
し
い
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

─
─
２
０
１
７
年
に
は
手
話
教
室
「
ア

イ
・
ラ
ヴ
・
サ
イ
ン
」
を
開
校
し
ま
し
た
。

三
浦

　僕
た
ち
夫
婦
に
対
し
て
「
手
話

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
こ
こ

３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
対
面
で
の

授
業
は
で
き
ず
、
一
部
を
Z
o
o
m
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
対
面
授

業
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

忍
足

　手
話
を
学
ん
で
み
た
い
と
い
う

人
が
増
え
る
の
は
嬉
し
い
で
す
。
身
構

え
て
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
ほ
し
い
で
す

ね
。

三
浦

　僕
は
手
話
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
り
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
手

話
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
「M

usic 
Sign

」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
は
、
ろ
う
者
も

聴
者
も
い
ま
す
。

　ラ
イ
ブ
に
ず
っ
と
来
て
く

れ
て
い
る
ろ
う
者
の
女
の

子
が
い
ま
す
。
難
聴
か
ら
ろ

う
に
な
っ
て
音
楽
か
ら
離
れ

た
そ
う
な
の
で
す
が
、
僕
の

手
話
ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
を
き
っ
か
け
に
、

引
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
の
が
ど
ん
ど

ん
積
極
的
に
な
っ
て
、
全
国
で
の
公
演

に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
の
大
会
に
も
出
場
す
る
ま
で
に

な
っ
て
。
さ
ら
に
聴
者
の
男
性
と
お
付

き
合
い
し
て
、
去
年
結
婚
さ
れ
た
ん
で

す
。
僕
た
ち
の
活
動
か
ら
ご
縁
が
広

が
っ
て
い
く
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

個
性
を
生
か
す
た
め
の

架
け
橋
に
な
り
た
い

─
─
今
後
の
目
標
や
夢
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

忍
足

　手
話
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
っ

て
ほ
し
い
で
す
。「
こ
ん
に
ち
は
」「
ど

う
し
た
ん
で
す
か
」「
一
緒
に
行
き
ま

す
か
」
と
い
っ
た
簡
単
な
会
話
だ
け
で

も
覚
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
て
も
生

活
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　あ
と
は
役
者
を
目
指
す
ろ
う
者
の
た

め
に
、
芝
居
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

ろ
う
者
劇
団
で
活
躍
し
て
い
る
ろ
う
者

俳
優
は
全
国
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
現
在
で
も
芸
能
界
に
入
る

の
は
難
し
い
状
況
で
す
。
演
技
を
学
び

た
い
ろ
う
者
が
積
極
的
に
役
者
に
挑
戦

で
き
る
場
を
作
り
た
い
で
す
。

三
浦

　ろ
う
者
の
方
が
演
技
指
導
を
受

け
る
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
ろ
う

者
に
分
か
り
や
す
く
指
導
で
き
る
人
は

い
な
い
状
況
で
す
。
僕
は
映
画
の
現
場

で
手
話
通
訳
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、「
も
っ
と
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
」

と
い
う
監
督
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
通
訳

し
て
も
、
ろ
う
者
に
は
難
し
い
の
で
す
。

僕
は
ろ
う
者
の
役
は
ろ
う
者
に
演
じ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
む
聴
者
の
役
者

も
必
死
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
人
た
ち
と
同
じ
土
俵
で
戦
う
以
上
、

ろ
う
者
に
も
演
技
力
が
必
要
で
す
。
ろ

う
者
で
あ
る
こ
と
は
ハ
ン
デ
で
は
な
く
、

個
性
で
す
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
、

ろ
う
と
い
う
個
性
を
生
か
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
、
僕
ら
が
架
け
橋
と
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

忍足亜希子&三浦剛夫妻の共著
エッセイ。ろうの女優と聴者の
俳優の夫婦の出会いから恋愛、
結婚、子育て、仕事などを、それ
ぞれの視点から綴る。明るく前
向きで、どこかほっこりさせて
くれるエピソードの数々は、読
む人を笑顔にしてくれます。夫
妻の対談や愛娘・優希ちゃんか
らのメッセージも掲載。

『我が家は今日も
にぎやかです』

出版社：アプリスタイル（2021年）

2020 年 2 月の「Music Sign」には、忍足さんのほか
多くのゲストが出演

● Music Sign ～手話ソングライブ～ ●
次回は、2023年5月3日に三河安城の「アンフォーレ」で開催。
チケット2,000円。予約はhttps://form.os7.biz/f/b6833fc1/へ。
忍足さんもスペシャルゲストで出演。

（
了
）
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近
年
増
加
し
て
い
る
大
腸
が
ん
。
大

腸
の
中
で
も
直
腸
と
S
状
結
腸
に
で
き

や
す
く
、
特
に
直
腸
が
ん
は
手
術
の
難

易
度
や
再
発
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
そ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
、
従
来
の

腹
腔
鏡
手
術
を
さ
ら
に
改
良
し
た
「
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
」。
４
本
の
ア
ー

ム
が
つ
い
た
「
ダ
ビ
ン
チ
」
と
い
う
ロ

ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
し
て
行
う
方
法

で
、
お
腹
の
中
で
見
て
い
る
よ
う
な
安

定
し
た
３
Ｄ
の
視
野
、
操
作
性
の
よ
い

関
節
を
有
す
る
鉗か

ん

子し

、
手
振
れ
補
正
機

能
な
ど
に
よ
り
、
繊
細
で
正
確
な
手
術

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

手
が
届
き
に
く
か
っ
た
部
位
に
も
的
確

に
メ
ス
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
、
が
ん

の
根
治
度
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
傷
や
出
血
、

術
後
の
痛
み
が
少
な
く
身
体
の
機
能
を

損
な
い
に
く
い
の
で
、
回
復
を
早
め
ら

れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
１
０
０
症
例
達
成

大
腸
領
域
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

は
、
２
０
１
８
年
に
直
腸
が
ん
が
保
険

適
用
と
な
り
、
当
院
で
は
２
０
１
９
年

２
月
に
多
摩
地
区
で
初
と
な
る
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
直
腸
が
ん
手
術
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
10
月
に
は
大
腸

外
科
で
通
算
１
０
０
症
例
を
達
成
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は

結
腸
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
も

保
険
適
用
と
な
り
、
当
院
で
も
保
険
診

療
に
よ
る
手
術
が
可
能
で
す
。

技
術
を
磨
き
続
け
、
が
ん
と
闘
う

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
は
高
い
技
術

が
求
め
ら
れ
、
十
分
な
訓
練
を
経
て
認

定
を
受
け
た
医
師
の
み
が
執
刀
で
き
ま

す
。
当
院
の
大
腸
外
科
に
は
３
人
の
認

定
医
師
（
私
、
長
野
、
増
田
）
が
在
籍

し
て
お
り
、
技
術
と
知
識
を
研け

ん

鑽さ
ん

し
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
に
携
わ
る

チ
ー
ム
（
助
手
を
務
め
る
医
師
、
看
護

師
、
医
療
工
学
技
士
な
ど
）
も
訓
練
を

積
み
、
徹
底
し
た
安
全
管
理
や
ス
ム
ー

ズ
な
進
行
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
は
優
れ
た
技

術
で
す
が
、
全
て
の
患
者
さ
ん
に
向
い

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
最
適
な
治
療
法

を
提
案
し
、
一
緒
に
が
ん
と
闘
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
で
お
悩
み
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

新
し
い
外
科
治
療
の
取
り
組
み

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

先進的な技術である「ロボット支援下手術」を取り入れた大腸がんの手術を
100 症例以上行っている武蔵野赤十字病院。ロボット支援下手術のメリット、
医療チームの姿勢などをご紹介します。

大
腸
領
域
の
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

外科部長

加藤 俊介
Shunsuke Kato

手術支援ロボットを開発・販売する米国インテュイ
ティヴ・サージカル社から贈呈された盾

ロボット支援下手術の様子。執刀医は操作席に座り、手元
のコントローラーで内視鏡や鉗子を自在に操作する
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当
院
で
は
近
隣
医
療
機
関
の
先
生
方

か
ら
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
際
、
初

め
に
医
療
連
携
室
の
職
員
が
連
絡
を
受

け
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
症
状
な
ど
を

も
と
に
該
当
す
る
診
療
科
へ
連
絡
し
、

受
け
入
れ
可
能
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
胸
痛
が
あ
っ
た
り
心
筋
梗

塞
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、

初
め
か
ら
循
環
器
内
科
が
対
応
に
あ
た

り
ま
す
。
同
様
に
腹
痛
、
吐
血
で
あ
れ

ば
消
化
器
内
科
、
血
尿
で
あ
れ
ば
泌
尿

器
科
な
ど
、
受
け
入
れ
る
時
点
で
対
応

す
る
診
療
科
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場

合
に
は
、
該
当
す
る
診
療
科
へ
連
絡
を

取
り
、
直
接
そ
の
診
療
科
が
診
療
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

当
番
制
で
「
未
分
類
」
に
対
応

し
か
し
、
な
か
に
は
診
療
科
が
す
ぐ

に
決
ま
ら
な
い
よ
う
な
症
状
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
発
熱
や
倦
怠
感
な
ど
、

受
け
入
れ
の
時
点
で
は
ど
の
臓
器
に
起

因
し
た
症
状
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
場

合
が
あ
る
の
で
す
。
当
院
で
は
そ
の
よ

う
な
症
例
を
「
未
分
類
」
と
設
定
し
、

当
番
制
で
初
期
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。「
動
け
な
い
、
立
て
な
い
」、「
失

禁
し
て
倒
れ
て
い
た
」
な
ど
の
ケ
ー
ス

や
、
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
疑
い
、
尿
路
感
染
症

疑
い
も
、
特
定
の
診
療
科
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
た
め
、
こ
の
当
番
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
診
療
の
過
程
で
専

門
的
な
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に

は
、
当
該
診
療
科
に
引
き
継
い
で
治
療

に
あ
た
り
ま
す
。

万
全
の
体
制
を
整
え
て

以
前
は
こ
の
「
未
分
類
」
の
患
者
さ

ん
が
複
数
重
な
っ
た
際
に
、
マ
ン
パ

ワ
ー
の
不
足
を
理
由
に
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、「
未
分
類
」
の
当
番
を

割
り
振
る
際
に
各
診
療
科
の
特
に
忙
し

い
曜
日
を
外
す
な
ど
の
調
整
を
行
う
こ

と
で
、「
未
分
類
」
の
依
頼
が
重
な
っ

た
際
に
も
複
数
の
医
師
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
工
夫
。
現
在
は
入
院
病
床
さ
え

確
保
で
き
れ
ば
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
各
所
一
丸
と
な
っ
て
、
可
能

な
限
り
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
る
万
全
な
体
制
を
整
え
、
地
域
医
療

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜（第 2・4・5）、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

当院は患者さんに安心していただける地域医療の場として、診療科がはっきり
しない「未分類」の症例もスムーズに受け入れる体制を整えています。

JRC OMORI HOSPITAL

「
未
分
類
」の
設
定
と
院
内
の
協
力
体
制

可
能
な
限
り
す
べ
て
の
症
例
を
受
け
入
れ

医療連携室室長 兼
循環器内科部長

奥田 純
Jun Okuda

医療連携室の様子

「動けない、立てない」症状の場合

・最近転倒したか
・痛みはあるか

・痛みは局所か全体か
・食事は摂れていたか…etc

血液検査やCT検査を行う

骨折していた

問診・診察
を行う

脳梗塞などの
所見が見つかった 原因不明

整形外科へ 脳神経内科へ 未分類の診療科が
引き続き対応

「未分類」を各診療科に分類するフロー

p18-20-byosanin.indd   19 2023/03/14   19:50 NT37_P14-23_初校.indd   18 2023/03/15   9:11

(23 03）NT37

Hospital
Referral

NISSEKI TOKYO 18

近
年
増
加
し
て
い
る
大
腸
が
ん
。
大

腸
の
中
で
も
直
腸
と
S
状
結
腸
に
で
き

や
す
く
、
特
に
直
腸
が
ん
は
手
術
の
難

易
度
や
再
発
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
そ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
、
従
来
の

腹
腔
鏡
手
術
を
さ
ら
に
改
良
し
た
「
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
」。
４
本
の
ア
ー

ム
が
つ
い
た
「
ダ
ビ
ン
チ
」
と
い
う
ロ

ボ
ッ
ト
を
遠
隔
操
作
し
て
行
う
方
法

で
、
お
腹
の
中
で
見
て
い
る
よ
う
な
安

定
し
た
３
Ｄ
の
視
野
、
操
作
性
の
よ
い

関
節
を
有
す
る
鉗か

ん

子し

、
手
振
れ
補
正
機

能
な
ど
に
よ
り
、
繊
細
で
正
確
な
手
術

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

手
が
届
き
に
く
か
っ
た
部
位
に
も
的
確

に
メ
ス
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
、
が
ん

の
根
治
度
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
傷
や
出
血
、

術
後
の
痛
み
が
少
な
く
身
体
の
機
能
を

損
な
い
に
く
い
の
で
、
回
復
を
早
め
ら

れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
１
０
０
症
例
達
成

大
腸
領
域
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

は
、
２
０
１
８
年
に
直
腸
が
ん
が
保
険

適
用
と
な
り
、
当
院
で
は
２
０
１
９
年

２
月
に
多
摩
地
区
で
初
と
な
る
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
下
直
腸
が
ん
手
術
を
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
10
月
に
は
大
腸

外
科
で
通
算
１
０
０
症
例
を
達
成
し
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
に
は

結
腸
が
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
も

保
険
適
用
と
な
り
、
当
院
で
も
保
険
診

療
に
よ
る
手
術
が
可
能
で
す
。

技
術
を
磨
き
続
け
、
が
ん
と
闘
う

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
は
高
い
技
術

が
求
め
ら
れ
、
十
分
な
訓
練
を
経
て
認

定
を
受
け
た
医
師
の
み
が
執
刀
で
き
ま

す
。
当
院
の
大
腸
外
科
に
は
３
人
の
認

定
医
師
（
私
、
長
野
、
増
田
）
が
在
籍

し
て
お
り
、
技
術
と
知
識
を
研け

ん

鑽さ
ん

し
続

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
に
携
わ
る

チ
ー
ム
（
助
手
を
務
め
る
医
師
、
看
護

師
、
医
療
工
学
技
士
な
ど
）
も
訓
練
を

積
み
、
徹
底
し
た
安
全
管
理
や
ス
ム
ー

ズ
な
進
行
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
は
優
れ
た
技

術
で
す
が
、
全
て
の
患
者
さ
ん
に
向
い

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
最
適
な
治
療
法

を
提
案
し
、
一
緒
に
が
ん
と
闘
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
で
お
悩
み
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

新
し
い
外
科
治
療
の
取
り
組
み

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

先進的な技術である「ロボット支援下手術」を取り入れた大腸がんの手術を
100 症例以上行っている武蔵野赤十字病院。ロボット支援下手術のメリット、
医療チームの姿勢などをご紹介します。

大
腸
領
域
の
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術

外科部長

加藤 俊介
Shunsuke Kato

手術支援ロボットを開発・販売する米国インテュイ
ティヴ・サージカル社から贈呈された盾

ロボット支援下手術の様子。執刀医は操作席に座り、手元
のコントローラーで内視鏡や鉗子を自在に操作する
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当
院
で
は
近
隣
医
療
機
関
の
先
生
方

か
ら
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
際
、
初

め
に
医
療
連
携
室
の
職
員
が
連
絡
を
受

け
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
症
状
な
ど
を

も
と
に
該
当
す
る
診
療
科
へ
連
絡
し
、

受
け
入
れ
可
能
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
胸
痛
が
あ
っ
た
り
心
筋
梗

塞
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、

初
め
か
ら
循
環
器
内
科
が
対
応
に
あ
た

り
ま
す
。
同
様
に
腹
痛
、
吐
血
で
あ
れ

ば
消
化
器
内
科
、
血
尿
で
あ
れ
ば
泌
尿

器
科
な
ど
、
受
け
入
れ
る
時
点
で
対
応

す
る
診
療
科
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場

合
に
は
、
該
当
す
る
診
療
科
へ
連
絡
を

取
り
、
直
接
そ
の
診
療
科
が
診
療
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

当
番
制
で
「
未
分
類
」
に
対
応

し
か
し
、
な
か
に
は
診
療
科
が
す
ぐ

に
決
ま
ら
な
い
よ
う
な
症
状
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
発
熱
や
倦
怠
感
な
ど
、

受
け
入
れ
の
時
点
で
は
ど
の
臓
器
に
起

因
し
た
症
状
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
場

合
が
あ
る
の
で
す
。
当
院
で
は
そ
の
よ

う
な
症
例
を
「
未
分
類
」
と
設
定
し
、

当
番
制
で
初
期
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。「
動
け
な
い
、
立
て
な
い
」、「
失

禁
し
て
倒
れ
て
い
た
」
な
ど
の
ケ
ー
ス

や
、
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
疑
い
、
尿
路
感
染
症

疑
い
も
、
特
定
の
診
療
科
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
た
め
、
こ
の
当
番
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
診
療
の
過
程
で
専

門
的
な
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に

は
、
当
該
診
療
科
に
引
き
継
い
で
治
療

に
あ
た
り
ま
す
。

万
全
の
体
制
を
整
え
て

以
前
は
こ
の
「
未
分
類
」
の
患
者
さ

ん
が
複
数
重
な
っ
た
際
に
、
マ
ン
パ

ワ
ー
の
不
足
を
理
由
に
受
け
入
れ
が
で

き
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、「
未
分
類
」
の
当
番
を

割
り
振
る
際
に
各
診
療
科
の
特
に
忙
し

い
曜
日
を
外
す
な
ど
の
調
整
を
行
う
こ

と
で
、「
未
分
類
」
の
依
頼
が
重
な
っ

た
際
に
も
複
数
の
医
師
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
工
夫
。
現
在
は
入
院
病
床
さ
え

確
保
で
き
れ
ば
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
各
所
一
丸
と
な
っ
て
、
可
能

な
限
り
全
て
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ

る
万
全
な
体
制
を
整
え
、
地
域
医
療
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜（第 2・4・5）、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

当院は患者さんに安心していただける地域医療の場として、診療科がはっきり
しない「未分類」の症例もスムーズに受け入れる体制を整えています。

JRC OMORI HOSPITAL

「
未
分
類
」の
設
定
と
院
内
の
協
力
体
制

可
能
な
限
り
全
て
の
症
例
を
受
け
入
れ

医療連携室室長 兼
循環器内科部長

奥田 純
Jun Okuda

医療連携室の様子

「動けない、立てない」症状の場合

・最近転倒したか
・痛みはあるか

・痛みは局所か全体か
・食事は摂れていたか…etc

血液検査やCT検査を行う

骨折していた

問診・診察
を行う

脳梗塞などの
所見が見つかった 原因不明

整形外科へ 脳神経内科へ 未分類の診療科が
引き続き対応

「未分類」を各診療科に分類するフロー
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当
院
は
、
小
さ
く
産
ま
れ
た
り
治
療

が
必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
へ
、
高
度
で
専
門

的
な
医
療
を
行
う
新
生
児
集
中
治
療
室

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
と
新
生
児
回
復
室
（
Ｇ
Ｃ

Ｕ
）
を
設
置
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
卒
業
生
と

ご
家
族
が
集
う
会

そ
の
一
環
と
し
て
、
退
院
後
も
発
育
・

発
達
面
で
の
不
安
を
抱
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ご
家
族
へ
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
う
た
め
、
早
産
で
生
ま
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
卒
業
生
と
そ
の
ご
家
族
が
集
う
「
ス

マ
イ
ル
の
会
」
を
年
１
回
開
催
。
毎
年

60
組
以
上
に
参
加
い
た
だ
き
、
医
師
へ

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
ご
家
族
同
士
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、
体
験
談
の
共
有
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
早
産
な
ら
で

は
の
発
達
や
離
乳
食
、
睡
眠
の
悩
み
な

ど
が
共
有
さ
れ
「
同
じ
境
遇
の
方
々
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
が
い
る
こ
と
に
励
ま
さ
れ
た
」「
小

さ
く
生
ま
れ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
大
き
く

成
長
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
、
心
強
く

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。体
験
談
で
は「
初
め
て
目
が
開
い

た
時
の
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、生
後
１
０
０
日
を
一
緒
に
お
祝
い
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
、た
く
さ
ん
抱
っ
こ

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
Ｔ
ち
ゃ
ん
、Ｔ

ち
ゃ
ん
、
と
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
、
私
た
ち
家
族
は
ず
っ
と
忘
れ
ま

せ
ん
」と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

日
々
の
成
長
を
共
に
喜
ぶ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
す
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
と
離
れ
た
生
活
が
続
く
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
た
り
、
自
責
の
念

を
持
た
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
い
た
だ
い
た
体
験
談
か
ら
、
必
要

な
医
療
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
ご
家
族
の
不
安
軽
減
に
つ
な

が
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、

月
齢
フ
ォ
ト
や
生
後
１
０
０
日
の
お
祝

い
な
ど
、
成
長
の
節
目
を
ご
家
族
と
一

緒
に
祝
い
、
共
に
喜
ぶ
時
間
を
持
つ
こ

と
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

２
年
ぶ
り
の
開
催

小
さ
く
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
集
い

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER
NICU/GCU
令和４年度

「スマイルの会」担当

当日の様子や体験談を会報にして送付しました
（※撮影時のみマスクを外しています） オンラインではありますが、子どもたちの成長を感じることができました

小さく産まれた赤ちゃんのご家族には、退院後も育児の不安を相談できる場所が必要です。NICU
卒業生とご家族が集う「スマイルの会」の取り組み、参加者から寄せられた声、私たちが日々心掛け
ていることをご紹介します。
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東京駅前に新しい献血ルームがOPENします！
2023年5月初旬開所予定、くすりの原料にもなる「血

けっ

漿
しょう

」成分献血専用の献血ルームです

なぜ血漿成分献血専用？

献血いただいた血液は、輸血
用血液製剤だけでなく、その
半数以上が血

けっ
漿

しょう
分
ぶん

画
かく

製
せい

剤
ざい

と
いう医薬品を造るための原
料として使用されています。
近年、血漿分画製剤用原料血
漿の必要量が急激に増加し
ており、血漿成分献血の必要
性が一層高まっているため、
専用ルームをオープンする
ことになりました。

輸血用
血液
製剤用

55.5％
44.5％

血漿
分画
製剤用

令和4年度
献血血液の用途

（計画値）

血漿成分献血ってどんな方法？

成分献血の一つで、血漿だけを献血する方法です。
●採  血  量：体重によって変わります
　　　　　　（600mL 以下・循環血液量の 12％）
●採血間隔：2 週間後の同じ曜日から
　　　　　　（1 年間に最大で 24 回以内）
※採血時間が長いため、事前予約をお願いします

◆東京八重洲献血ルーム
〒 103-0028
東京都中央区八重洲 2 丁目 1-1
YANMAR TOKYO ビル 3 階

どんな献血ルーム？
●完全予約制
●血漿成分献血専用ルーム

上品で和モダンな落ち着く雰囲気
※画像はイメージ図です

コワーキング
スペースを設置

採血ベッドが特別仕様
（次号詳しくご紹介予定）

最新情報は
Twitter にて

発信中！

機械が自動で
40〜 90分かけて
採血・返血を繰り返す

赤血球は
体に戻す

採血

返血

血漿血小板

抗凝固剤
（クエン酸ナトリウム）
※血液が固まらない
　ように

成分献血のイメージ図
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当
院
は
、
小
さ
く
産
ま
れ
た
り
治
療

が
必
要
な
赤
ち
ゃ
ん
へ
、
高
度
で
専
門

的
な
医
療
を
行
う
新
生
児
集
中
治
療
室

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
と
新
生
児
回
復
室
（
Ｇ
Ｃ

Ｕ
）
を
設
置
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
卒
業
生
と

家
族
が
集
う
会

そ
の
一
環
と
し
て
、
退
院
後
も
発
育
・

発
達
面
で
の
不
安
を
抱
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
ご
家
族
へ
切
れ
目
な
い
支
援
を

行
う
た
め
、
早
産
で
生
ま
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
卒
業
生
と
そ
の
ご
家
族
が
集
う
「
ス

マ
イ
ル
の
会
」
を
年
１
回
開
催
。
毎
年

60
組
以
上
に
参
加
い
た
だ
き
、
医
師
へ

の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
ご
家
族
同
士
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、
体
験
談
の
共
有
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、早
産
な
ら
で
は

の
発
達
や
離
乳
食
、
睡
眠
の
悩
み
な
ど

が
共
有
さ
れ
「
同
じ
境
遇
の
方
々
の
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、た
く
さ
ん
の
仲
間

が
い
る
こ
と
に
励
ま
さ
れ
た
」「
小
さ
く

生
ま
れ
て
も
、ち
ゃ
ん
と
大
き
く
成
長
で

き
る
こ
と
を
実
感
し
、
心
強
く
感
じ
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体

験
談
で
は
「
初
め
て
目
が
開
い
た
時
の

写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
生

後
百
日
を
一
緒
に
お
祝
い
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
抱
っ
こ
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
や
Ｔ
ち
ゃ
ん
、
Ｔ
ち
ゃ

ん
、
と
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

私
た
ち
家
族
は
ず
っ
と
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

日
々
の
成
長
を
共
に
喜
ぶ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
す
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
と
離
れ
た
生
活
が
続
く
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
た
り
、
自
責
の
念

を
持
た
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
い
た
だ
い
た
体
験
談
か
ら
、
必
要

な
医
療
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
ご
家
族
の
不
安
軽
減
に
つ
な

が
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、

月
齢
フ
ォ
ト
や
生
後
百
日
の
お
祝
い
な

ど
、
成
長
の
節
目
を
ご
家
族
と
一
緒
に

祝
い
、
共
に
喜
ぶ
時
間
を
持
つ
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

東京かつしか赤十字母子医療センター
■所在地　〒 125-0051　東京都葛飾区新宿 3-7-1
■連絡先　Tel 03-5876-3511（代表）
■休診日　日曜、祝日、年末年始
■病床数　104 床（産婦人科一般 65 床、MFICU 3 床、NICU 12 床、GCU 24 床）

２
年
ぶ
り
の
開
催

小
さ
く
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
家
族
の
集
い

JRC KATSUSHIKA PERINATAL CENTER
NICU/GCU
令和４年度

「スマイルの会」担当

当日の様子や体験談を会報にして送付しました
（※撮影時のみマスクを外しています） オンラインではありますが、子どもたちの成長を感じることができました

小さく産まれた赤ちゃんのご家族には、退院後も育児の不安を相談できる場所が必要です。NICU
卒業生とご家族が集う「スマイルの会」の取り組み、参加者から寄せられた声、私たちが日々心掛け
ていることをご紹介します。
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東京駅前に新しい献血ルームがOPENします！
2023年5月初旬開所予定、くすりの原料にもなる「血

けっ

漿
しょう

」成分献血専用の献血ルームです

なぜ血漿成分献血専用？

献血いただいた血液は、輸血
用血液製剤だけでなく、その
半数以上が血

けっ
漿

しょう
分
ぶん

画
かく

製
せい

剤
ざい

と
いう医薬品を造るための原
料として使用されています。
近年、血漿分画製剤用原料血
漿の必要量が急激に増加し
ており、血漿成分献血の必要
性が一層高まっているため、
専用ルームをオープンする
ことになりました。

輸血用
血液
製剤用

55.5％
44.5％

血漿
分画
製剤用

令和4年度
献血血液の用途

（計画値）

血漿成分献血ってどんな方法？

成分献血の一つで、血漿だけを献血する方法です。
●採  血  量：体重によって変わります
　　　　　　（600mL 以下・循環血液量の 12％）
●採血間隔：2 週間後の同じ曜日から
　　　　　　（1 年間に最大で 24 回以内）
※採血時間が長いため、事前予約をお願いします

◆東京八重洲献血ルーム
〒 103-0028
東京都中央区八重洲 2 丁目 1-1
YANMAR TOKYO ビル 3 階

どんな献血ルーム？
●完全予約制
●血漿成分献血専用ルーム

上品で和モダンな落ち着く雰囲気
※画像はイメージ図です

コワーキング
スペースを設置

採血ベッドが特別仕様
（次号詳しくご紹介予定）

最新情報は
Twitter にて

発信中！

機械が自動で
40〜 90分かけて
採血・返血を繰り返す

赤血球は
体に戻す

採血

返血

血漿血小板

抗凝固剤
（クエン酸ナトリウム）
※血液が固まらない
　ように

成分献血のイメージ図
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東京都支部が運営する児童養護施設である赤十字子供
の家。児童養護施設とは、さまざまな事情で保護者と

生活できない子どもたちが生活する場所で、2 歳から最長
22 歳まで暮らすことができます。子どもたちにとって家の
代わりとなる場所であり、日々の生活を送り、ここから幼稚
園や学校に通います。生活がままならなかった子、心や身体
が傷ついている子も多くいるため、職員は子どもたちに寄
り添うことを心掛け、心理ケアや専門的なケアをする職員
も配置し、健康と安全を守るよう努めています。

生きる力を育み、自立へと共に歩む

現在は、2 歳から 15 歳までの子どもたちが入所。初詣、ひ
なまつり、子どもの日、海水浴、ハロウィン、クリスマス会な
どの季節の行事をみんなで楽しみ、自然とのふれあいや地域
との交流も大切にしながら暮らしています。元々は 2 歳から
6 歳までの幼児が中心でしたが、数年前から就学後も継続し
てお預かりすることになり、小学生以上の子が増えてきまし
た。成長の早い子どもたちと悪戦苦闘しながら未知の経験
を一緒に歩む日々。“ 生きる力を育み、自立へと共に歩む ” と
いう赤十字子供の家の理念のもと、子どもも職員も互いに成
長しながら毎日を過ごしていけたらと思っています。

十五夜のお月見。
お月見団子も食べたよ

広い園庭で
元気いっぱい
遊ぶよ！

20 22 年 11 月に武蔵野警察署の警察官をお招きして、
不審者対応訓練を行いました。はじめに警察官が

不審者役になり不審者対応のシミュレーションを行いまし
た。実際に行うとイメージ通りに上手くいかず、多くの課題
を見つけることができました。そして、警察官の講義と講評
を受け、職員間で改善点を共有しました。次に子ども達が見
守る中、園庭でさすまたの実演練習。正しい使い方や効果
的な場面を教わり、本当に貴重な機会でした！「先生がんば
れー！！」という子ども達の声がとても励みになりました。

「いかのおすし」を元気に確認！

その後、お部屋で子ども達と「いかのおすし」（防犯標語：
いかない・のらない・おおごえをだす・すぐにげる・しらせる）
を確認。「いかのおすしの “ いか ” は〜？」「いかない〜！」と
元気に答えてくれました。知らない人に声を掛けられた時
のお約束をみんながしっかり覚えてくれていて、先生たちも
安心しました。また、警視庁のマスコットキャラクター・ピー
ポくんのお面を頂き、子ども達は大喜びでした。今後も防犯
対策を見直し、地域の皆様にも共有し、子どもの安全を守る
ために協力していきます。

園長先生、
がんばれ〜！

大切な子どもたちの
心と身体を育む場

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

初！赤十字保育園で
不審者対応訓練！

「いかのおすし」は
言えるかな〜？
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トルコ・シリア地震への赤十字の救援活動
〜日赤からは被災地に医療調査チームを派遣〜

ト
ル
コ
南
東
部
の
シ
リ
ア
国
境
付
近
で

２
０
２
３
年
２
月
６
日
午
前
4
時
17
分

（
現
地
時
間
）
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・８
の
地

震
が
発
生
。
こ
の
地
震
と
余
震
に
よ
り
、
ト
ル

コ
で
４
万
４
２
１
８
人
、
シ
リ
ア
で
５
９
１
４

人
と
、
合
わ
せ
て
5
万
人
以
上
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊

し
た
建
物
や
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
建
物
は

21
万
棟
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す（
国
際
赤
十
字
・
赤

新
月
社
連
盟
・
３
月
６
日
時
点
）。

赤
新
月
社
が
支
援
活
動
を
リ
ー
ド

被
災
地
で
は
、
ト
ル
コ
赤
新
月
社
と
シ
リ
ア

赤
新
月
社
が
人
道
支
援
活
動
を
リ
ー
ド
。
地
震

発
生
直
後
か
ら
懸
命
な
救
援
活
動
を
24
時
間
体

制
で
続
け
、
そ
の
後
は
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
被
災
者
へ
の
テ
ン
ト
や
毛
布
の
配
布
、

食
事
や
水
、医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、情
報
発
信

な
ど
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
金
援
助
の
面
で
は
、国
際
赤
十
字
・
赤
新
月

社
連
盟
と
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
、
ト
ル
コ
で

の
活
動
に
約
６
５
４
億
円
、シ
リ
ア
で
の
活
動
に

約
３
３
２
億
円
の
緊
急
支
援
ア
ピ
ー
ル
（
資
金

援
助
要
請
）を
発
出
。日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国

内
で
救
援
金
の
募
集
・
受
付
を
行
い
、こ
れ
ま
で

に
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
で
の
活
動
の
た
め
、
総
額

８
億
３
０
０
０
万
円
を
資
金
拠
出
し
ま
し
た
。

日
赤
職
員
に
よ
る
現
地
か
ら
の
報
告

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
支
援
の
調
整
を
図
る

た
め
に
、ト
ル
コ
の
首
都
ア
ン
カ
ラ
と
シ
リ
ア
の

首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ダ
マ
ス
カ
ス
に
滞
在
し
た
松
永
一
職
員
は「
長
年

紛
争
が
続
く
シ
リ
ア
で
は
、武
力
攻
撃
、経
済
危

機
、地
震
に
よ
る
被
災
と
、同
時
に
い
く
つ
も
の

人
道
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ

こ
ろ
の
ケ
ア
も
重
要
な
活
動
に
な
る
と
思
い
ま

す
」と
訴
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
月
に
は
避
難
生
活
が
長
期
化
す

る
中
で
の
被
災
地
の
保
健
・
医
療
ニ
ー
ズ
調
査

に
、職
員
3
人
を
ト
ル
コ
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

医
療
調
査
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
日
赤
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の
古
宮
伸
洋
医

師
は
、「
私
が
訪
問
し
た
山
間
部
の
農
村
地
域
で

は
、ブ
ロ
ッ
ク
積
み
の
簡
素
な
住
宅
が
多
く
、建

物
が
跡
形
も
な
く
倒
壊
し
て
い
ま
し
た
。
避
難

生
活
が
続
く
こ
と
で
、
慢
性
疾
患
が
悪
化
す
る

懸
念
も
あ
り
ま
す
。
農
村
部
に
も
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
に
提
供
で
き
る
か
が
今
後
の
課
題

で
す
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
国
際
医
療
救
援

部
の
宮
本
教
子
課
長
は
、「
日
本
も
幾
度
と
な
く

災
害
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

や
知
見
を
共
有
し
、
長
期
的
に
寄
り
添
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
今
回
の
調
査
を
踏
ま
え

て
、
ト
ル
コ
赤
新
月
社
の
行
う
巡
回
診
療
サ
ー

ビ
ス
を
強
化
し
、
持
続
的
に
活
動
す
る
た
め
の

支
援
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国際赤十字・赤新月社連盟および赤十字
国際委員会の緊急救援アピールなどに
対する資金援助、トルコ赤新月社ならび
にシリア赤新月社、日本赤十字社による
救援活動・復興支援などに使われます。

トルコでは21万4,000棟以上の建物が倒壊

©Turkish Red Crescent

シリアの避難所で心理社会的支援を行うボランティア

©Olav A. Saltbones／ Norwegian Red Cross

救援金を募集中

詳細はこちら→

【受付期間】
2023年5月31日（水）
まで

【救援金名称】
2023年トルコ・シリア地震救援金
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東京都支部が運営する児童養護施設である赤十字子供
の家。児童養護施設とは、さまざまな事情で保護者と

生活できない子どもたちが生活する場所で、2 歳から最長
22 歳まで暮らすことができます。子どもたちにとって家の
代わりとなる場所であり、日々の生活を送り、ここから幼稚
園や学校に通います。生活がままならなかった子、心や身体
が傷ついている子も多くいるため、職員は子どもたちに寄
り添うことを心掛け、心理ケアや専門的なケアをする職員
も配置し、健康と安全を守るよう努めています。

生きる力を育み、自立へと共に歩む

現在は、2 歳から 15 歳までの子どもたちが入所。初詣、ひ
なまつり、子どもの日、海水浴、ハロウィン、クリスマス会な
どの季節の行事をみんなで楽しみ、自然とのふれあいや地域
との交流も大切にしながら暮らしています。元々は 2 歳から
6 歳までの幼児が中心でしたが、数年前から就学後も継続し
てお預かりすることになり、小学生以上の子が増えてきまし
た。成長の早い子どもたちと悪戦苦闘しながら未知の経験
を一緒に歩む日々。“ 生きる力を育み、自立へと共に歩む ” と
いう赤十字子供の家の理念のもと、子どもも職員も互いに成
長しながら毎日を過ごしていけたらと思っています。

十五夜のお月見。
お月見団子も食べたよ

広い園庭で
元気いっぱい
遊ぶよ！

20 22 年 11 月に武蔵野警察署の警察官をお招きして、
不審者対応訓練を行いました。はじめに警察官が

不審者役になり不審者対応のシミュレーションを行いまし
た。実際に行うとイメージ通りに上手くいかず、多くの課題
を見つけることができました。そして、警察官の講義と講評
を受け、職員間で改善点を共有しました。次に子どもたちが
見守る中、園庭でさすまたの実演練習。正しい使い方や効果
的な場面を教わり、本当に貴重な機会でした！「先生がんば
れー！！」という子どもたちの声がとても励みになりました。

「いかのおすし」を元気に確認！

その後、お部屋で子どもたちと「いかのおすし」（防犯標語：
いかない・のらない・おおごえをだす・すぐにげる・しらせ
る）を確認。「いかのおすしの “ いか ” は〜？」「いかない〜！」
と元気に答えてくれました。知らない人に声を掛けられた
ときのお約束をみんながしっかり覚えてくれていて、先生た
ちも安心しました。また、警視庁のマスコットキャラクター・
ピーポくんのお面を頂き、子どもたちは大喜びでした。今後
も防犯対策を見直し、地域の皆様にも共有し、子どもの安全
を守るために協力していきます。

園長先生、
がんばれ〜！

大切な子どもたちの
心と身体を育む場

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

初！赤十字保育園で
不審者対応訓練！

「いかのおすし」は
言えるかな〜？

p21-23-news.indd   22 2023/03/16   15:07

WOR
LD

NEW
S

NISSEKI TOKYO23

2023  Spring  Vol.37国際NEWS

トルコ・シリア地震への赤十字の救援活動
〜日赤からは被災地に医療調査チームを派遣〜
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にシリア赤新月社、日本赤十字社による
救援活動・復興支援などに使われます。

トルコでは21万4,000棟以上の建物が倒壊

©Turkish Red Crescent

シリアの避難所で心理社会的支援を行うボランティア

©Olav A. Saltbones／ Norwegian Red Cross

救援金を募集中

詳細はこちら→

【受付期間】
2023年5月31日（水）
まで

【救援金名称】
2023年トルコ・シリア地震救援金
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赤十字
Supporters

の
ケ
ア
」に
立
ち
合
っ
た
り
、
車
両
運
行

な
ど
を
担
い
ま
し
た
。被
災
者
の
方
々
が

赤
十
字
マ
ー
ク
を
見
て
安
心
し
て
く
だ

さ
る
姿
を
見
て
、赤
十
字
の
役
割
の
大
き

さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、責
任
の
重
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。こ
の
時
に
学
ん
だ
心
得

は
、今
後
も
経
験
談
と
し
て
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
領
域
は

災
害
時
に
限
り
ま
せ
ん
。平
時
に
は
訓
練

や
研
修
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
防
災
教

育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。近
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
主
立
っ
た
活
動
が
難
し
か
っ
た

の
で
、今
後
は
支
部
が
行
う
救
護
活
動
支

援
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
高
い
テ
ー
マ
を

中
心
に
研
修
を
行
う
な
ど
、活
発
に
活
動

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、次
世
代
の
育
成
も
大
き
な
課
題

で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、若
い
世
代
に
も
参
加
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。私
自
身
が
先
輩
方

と
の
つ
な
が
り
を
励
み
に
活
動
を
続
け

て
き
た
の
で
、絆
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て

い
く
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

個
人
と
し
て
は
、居
住
地
域
の
自
治
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。日
頃
か
ら
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
と
で
、災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
立
ち
上
げ
に
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
赤
十
字
で
救
急
法
等
の
指
導

員
、
防
災
教
育
事
業
指
導
者
、
ま

た
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。赤
十
字
と
の
出
会
い
は
、
職

場
で
救
急
法
の
講
習
を
受
け
た
こ
と
で

す
。こ
の
と
き
講
師
の
方
の
真
摯
な
姿
に

感
銘
を
受
け
、私
も
指
導
員
と
し
て
活
動

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
以
来
30
年
余

り
、赤
十
字
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

指
導
員
と
し
て
は
、講
習
会
で
日
常
生

活
で
の
事
故
防
止
や
手
当
て
の
基
本
な

ど
を
、１
〜
２
カ
月
に
１
度
の
頻
度
で
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。学
校
で
講
習
を
行
う

こ
と
も
あ
り
、お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
い
方
が
対
象
で
す
。「
分
か
り

や
す
か
っ
た
」「
た
め
に
な
っ
た
」な
ど
の

感
想
を
伺
う
と
、お
役
に
立
て
た
こ
と
を

嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
、東
日

本
大
震
災
で
の
活
動
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。発
災
か
ら
約
１
カ
月
後
の
４
月
下

旬
に
３
泊
４
日
で
福
島
県
に
赴
い
て
、体

育
館
に
避
難
し
て
い
る
方
々
の「
こ
こ
ろ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
生
か
し
、

次
世
代
に
赤
十
字
の
思
い
を
伝
え
た
い

川か
わ

田だ 

己み

智ち

雄お

さ
ん

　
（
東
京
都
赤
十
字
救
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
協
議
会 

副
会
長
／

赤
十
字
救
急
法
指
導
員
／
赤
十
字
幼
児
安
全
法
指
導
員
／
赤
十
字
防
災
教
育
事
業
指
導
者
）

「次世代の育成も大きな課題です」と語る川田さん。奥さ
まとは赤十字のボランティア活動を通して出会ったそう
で、家族ぐるみで赤十字の活動に携わっている

救護ボラン
ティアの訓

練の様子

川田さんのボランティアノート。
東日本大震災の際にレクチャーを
受けた内容や感じたことを記録
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